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Summary 
55 
The frequency of solitary and raceme inflorescence on the current shoot revealed the 
characteristics of Citrus cultivars. 
Cultivars of the satsuma， mandarin， and yuzu bore the solitary inflorescence at the frequency 
higher than 99%. The raceme inflorescence dominated in cultivars of the pummelo and grape. 
fruit 
The descending sequence of the frequ巴ncybearing the solitary inflorescence of Citrus 
cultivars is: satsuma> mandarin> yuzu > tangerine • tangelo> tangor > tangelo > orange > grape-
fruit> pummelo. The frequency of the solitary inflorescence increased by the heritability of 
satsuma and/or madarin. 
The inflorescence of satsuma and mandarin cuItivars was formed as solitary before bud 
break. In orange， pummelo and grapefruit， the raceme inflorescence was formed in buds and the 
frequ芭ncyof the solitary increased after bud break. 
The formation of inflorescence is under genetical control and the patterns of inflorescences 
aft巴rbud break are affected by nurtitional and environmental conditions. 
Key words: Cit問 s;flower formation; solitary; raceme. 
緒震
カンキツの花は，前年度の春枝か夏枝の先端の芽またはそれに続く数節の服芽に分化する.
良く充実した校では，春先に発芽が開始すると花は，数枚の新葉を展開しながら伸長する新橋
上に単生または総状に着生する.単頂花序では，新梢の先端に 1個の花を着生し (Fig.l-A)，
総状花序では新橋の先端から数節下までの各葉蔽ごとに花を着生する (Fig.l-B).このように
葉を有する新橋上に着生した花は有葉花と呼ばれている.栄養条件が不十分で，棄の着生がな
く，伸長した新檎に花のみが着生した場合は誼花と時ばれている.新檎の伸長が全くなく，前
年枝の頂芽や厳芽に群生する花は叢状花と呼ばれる.
単頂または総状の花序形成はカンキツ類の系統分類の重要な指標のひとつとされている.
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Fig. 1. The solitary inflorescence of satsuma (A) and the 
raceme inflorescence of sweet orange (B). 
Tanaka同は花序の形態によりカンキツ属を，総状花序を形成する初生カンキツ亜属と，単生ま
たは叢生する後生カンキツ亜属に分類し，発生の先後を明らかにしようとした.しかし，カン
キツ類品種には初生カンキツ亜属と後生カンキツ頭属の自然交雑により発生したと見なされる
ものも多く，また，近年タンゼロやタンゴールなどのように人工交雑によって育成された品種
も多数栽培されている.これらの雑種における花序形成やその遺伝性に関する研究は少ない.
本研究においてはカンキツ類の花序の形成を調査し，その遺伝的発現様式について考察した.
また，結果母枝の充実状態、や，花芽分化期の環境条件により花序のタイプが変化することが
知られている.MOSSl勺土問場条件で栽培されたスイートオレンジでは総状花序率は53.4%であ
ることを示した.さらに彼は総状花序を形成するスイートオレンジの花序のタイプを花と葉の
数から， 5つに分類した.すなわち， 1)各葉臓に葉は着生しているが，頂端の花を除き各葉
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販の花が退化した花序(見かけ上は単頂花序となる)， 2)新橋上の頂端の花だけを残し，すべ
ての葉と蔽花芽が退化した花序(直花の形態を示す)， 3)葉だけが退化して複数の肢花芽が開
花した花序， 4)各葉厳に花と葉を着生し，葉と花の数が同じ花序及び5)一部の葉は退化した
が各葉厳に花を着生し，花の数が葉の数より多い花序である.
花序の形態を調査する際，総状花序の蔽花芽の脱離によってみかけ上単]貰花序になる場合が
ある.存在する単頂花序がもともと単頂花序として分化したものなのか，総状花序として分化
したものの，成長途中で花や葉が退化したり，発芽後の落花や落葉により見かけ上単頂花序に
なったかは不明である.これを明らかにするためには発芽直前の膜芽内の花序の形態を調査す
ることが必要である.
本研究においては，特徴的な花序を形成する品種について発芽前のつぼみ中及び発芽寵後に
おける花序の形態を調査した.
材料及び方法
花序の調査には，佐賀大学カンキツ系統保存菌及び佐賀県果樹試験場品種保存関で慣行的栽
培管理が行われているカンキツ類品種を用いた.
花序の調査は，発芽後新檎が伸長し，花序の形態が明確になった時に各品種1樹づつを用い
て行った.樹冠の外側の目の高さに着生した花序を東西南北均一に100選び，単頂花序か，総状
花序かを観察し，記録した.単頂花序を多く着生する品種では有葉花についてのみ調査し，
花や叢状花は調査から除いた.総状花序がみられた品種では各葉服ごとに花が着生した完全な
総状花序に加え，花の着生状態から葉が退化したとみなされる花序も含めて謂査した.ただし，
各葉厳に花は着生しているが，葉がまったく着生していない花序は調査から除いた.
調査した花序数に占める単頂花序の比率を単頂花序率として表した.単漬花序の比率を100%
と判断する場合には 1樹のすべての花について詳細な観察を行った.本語査において総状花序
のみを着生し，単I買花序率が0%となった品種はなかった.花序の形態の調査は3年繰り返し
て行い，平均髄を求めた.
品種の分類及び由来は Hodgson8l，岩政ヘ中牟田ら川及び西浦ら1山)に準じた.
発芽前のつぼみ中の花序形成の調査には，単頂花序を形成しやすいウンシュウミカンの6三保
早生'と‘無核紀州，総状花序を形成しやすい‘土佐ブンタン'と‘マーシュシードレス'グレープブ
ルーツ及び中間の品種として‘吉田ネーブル'オレンジ，イヨカン'及び‘ミネオラ'タンゼロを用い
た.これら 7品種について，発芽前の 3月23日から，発芽して新檎の花序が肉眼的に確認でき
る4月30日までの間に7芽を着けた充実した結果母校を10本採集した.70芽につき実体顕微鏡
下で芽の中の花序形成の状態を調査した. 1新橋上に複数の花が着生したものをすべて総状花
序とした.
結 果
調査に用いたカンキツ類品種と単頂花序率を第1表に示した. 3年繰り返した調査で，一部
の品種で年により単頂花序榎先と総状花序優先との逆転がみられたが， 3年の調査のうち 2年
分は同じ傾向がみられたので品種の特徴を表すものと判断した.
ウンシュウミカン，その他のミカン類， ミカン類の雑種及びユズ類の品種では単頂花序率が
100%の品種が見られたが，すべての花序が総状花序の品種はなかった.単頂花序と総状花序と
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Table 1. The percentag日ofthe solitary inflorescence on the shoot of Citrus cultivars. 
Remarks Cultivars % inflorescence 
SATSUMAS 
Ueno 100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.。
Miyamoto 
Yamakawa 
Okitsu Wase 
Miho Was巴
Matsuda 
Aoshima 
MANDARINS 
? ?? ???
?Clementine 
Clementina de ~、lules 100.0 
Clementine Normal 100.0 
Clementine Pean Fine 100.0 
Clementine Ultaprecore 95.2 
Clementine Vita 100.0 
Mandarini Tardivo di Ciaculli 100.0 
Ihara Ponkan 100.0 
Oota Ponkan 100.0 
Yoshida Ponkan 100.0 
Hirakishu 100.0 
Mukaku Kishu 100.0 
Beauty 99.4 
Hickson 100.0 
Late Emperor 100.0 
Shiikuwasha 
Calamondin 
100.0 
100.0 
Tachibana 
Cravo 
100.0 
100.0 
MANDARIN HYBRIDS 
Encore 百8.3
99.5 
62.7 
Kara 
Pixie 
Fortune 
Fremont 
100.0 
86.4 
SWEET ORANGES 
COMMON ORANGES 
Valencia 59.6 
Valencia Late 62.5 
Valencia Late (Cetuval) 62.0 
Valencia Late (Nucellar) 92.8 
St. 1 ves Valencia 28.9 
Ootsu Valencia 55.9 
Hamlin 61.5 
Shamouti 35.0 
Omana J affa 66.3 
C. unshiu 
Very early ripening 
Very early ripening 
Very early ripening 
Early ripening 
Early ripening 
Midseason 
Late ripenig 
C.γeticulata 
C. madurensis; Supposed to be natural hybrid of 
Citr郁 xFo巾 nella
King mandarin X Willowleaf (Medite町anean)madarin 
Owari satsuma X King mandarin 
The 2nd generation of open pollination of King 
mandarin X Dancy tangerine 
Clementine madarin X Dancy tangerine 
Clementine mandarin X Ponkan mandarin 
C. sine招szs
Table 1-2. 
Joppa 
Salustiana 
Comuna 
Westin 
Best Seedless 
White Siletta 
Red Siletta 
Trovita 
Fukuhara 
NAVEL ORANGES 
Robertson 
Frost Washington 
Shamel 
Y oshida navel 
Morita navel 
Fukumoto navel 
Shirayanagi navel 
T. Murakami navel 
Y oshimura navel 
Adachi navel 
BLOOD ORANGES 
Tarocco 
Malt日seBlood 
ACIDLESS ORANGES 
Lima 
Piralima 
Sucrena 
SOUR ORANGES 
Kaiseitou 
Kabusu 
TANGORS 
lyokan 
Miyauchi lyo 
Tankan 
Murcott 
Kiyomi 
TANGELOS 
Orland 
Minneola 
Semiriole 
Yalaha 
Sweet Spring 
Summer Fresh 
TANGERINE-TANGELOS 
Robinson 
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57.9 
50.4 
59.0 
52.3 
62.7 
62.2 
52.7 
23.7 
45.9 
50.3 
35.7 
48.3 
36.6 
65.7 
62.2 
46.3 
38.3 
44.9 
48.7 
87.3 
45.7 
36.4 
51.3 
69.4 
87.2 
44.6 
71.6 
88.6 
84.0 
93.6 
96.2 
C. aura抑tium
Hybrids of mandarin x orange 
c. iyo 
Miyagawa Wase unshu X Trovita orange 
59 
Hybrid of mandarin X (grapefruit or pummelol 
52.0 Duncan grap日fruitX Dancy tangerine 
68.3 Duncan grapefruit X Dancy tangerine 
60.4 Duncan grapefruit X Dancy tangerine 
79.6 Duncan grapefruit X Dancy tangerine 
79.0 Ueda unshu X Hassaku 
77.8 Hassaku X N atsudaidai 
84.3 
Tang巴10X Tangerine 
Clementine mandarin X Orland 
Table 1-3. 
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Nova 
Fairchild 
Page 
Saga Mandarin 
PUMMELOS 
Banpeiyu 
Egami-buntan 
Motou-buntan 
Anseikan 
Tosa-buntan 
Ootachibana 
Suishou-buntan 
Ban-oukan 
GRAPEFRUITS 
Marsh Seedless 
Ruby Red 
Star Ruby 
MISCELLANEOUS V ARIETI忍S
Kawano Natsudaidai 
Tachibana Orange 
Beni Amanatsu 
Taniguchikei Amanatsu 
Hassaku 
N oma Beni Hassal王u
Hyuganatsu 
Sanboukan 
Kawachi Bankan 
Itoshima Bankan 
Kobayashi Mikan 
Kinkouji Unsま1u
Uwa Pummelo 
Kinukawa 
Yama Mikan 
Funadoko 
Ujukitu 
Ki Mikan (Ogonkan) 
LEMONS 
Eureka 
Femminello Ovale 
乱1:aglene
Meyer 
YUZU AND ITS RELATIVES 
Mukaku Yuzu 
Hana Yu 
Sudachi 
Kabosu 
Aka Kabosu 
94.4 
94.8 
87.0 
91. 7 
100.0 
11.0 
12.6 
23.8 
24.2 
19.9 
15.8 
59.2 
32刷8
42.9 
30.。
???
??
????
? ?
????
?
?
??
。 ， ?
?????
，?
••• 
??????
?
? ? ? ?
?????
????
???
???
?
??
????
??
??????
???
? ?
??
????
???????
?
??????
?
61.1 
89.7 
76.6 
26.1 
100.0 
96.0 
100.0 
100.0 
100.。
Clementine mandarin X Orland tang巴10
Clementine mandarin X Orland tangelo 
Clementine mandarin X Orland tangelo 
Minneola tangelo X Clementine mandarin 
Konishi Wase unshu X Fairchild mandarin 
C. grandis 
3.5 
c.争aγadisi
C. natsudaidai 
C. tachibana 
Chimera; L-l: Unshu， L-2 and 3: Natsudaidai 
Chimera; L-l: Unshu， L-2 and 3・Kinkouji
C. limon 
C. junos and its relatives 
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が混在する品種では，花序の形態の発現率は樹器内での高さ，方向，枝の角度及び樹冠の内と
外などの着花位置より結果母校の違いによる差の方が大きかった.すなわち，結果母校により
同一タイプの花序を着生する傾向が強く，単演花序を多く着生する結果母枝と総状花序が多い
結果母校とがあった.総状花序を着生する品種では頻度の差はあるものの，必ず単頂花序がみ
られた.花の痕跡を注意深く観察すると，総状花序は条件によりみかけ上単頭花序に変化する
ことカまあった.
ウンシュウミカン，その他のミカン類，ミカン類の雑種及び、ユズ類の品種の多くは単頂花序
率が100%であった.これらの品種ではわず、かではあったが第2図に示すような頂端花に比べ明
らかに小さな花が総状花序のように着生したが開花に宝らず、に離脱した.本研究ではこのよう
な花序は総状花序として加えず，開花し，十分に結実できると思われるような充実した花が着
生した総状花序のみを，総状花序と判断した.
‘シキキツ'はミカンとキンカンの自然雑種といわれているが，単国花序率は100%であった.
ミカン類の雑種でも単頂花序率は高かったが，‘ピキシー'と‘ブレモント'では総状花序が比較的
高い比率で混在した.
スイートオレンジ類では単頂花序と総状花序とが混在し，単頂花序率は ζパレンシアレート'の
92.8%から‘トロピタ'の23.7%まで大きな変異があった.普通系オレンジ，ネーブツレオレンジ，
ブラッドオレンジ及び無酸オレンジなどの品種群聞でも一定の傾向はみられなかった.種を異
にするサワーオレンジ類でも総状花序がみられた.
タンゴール類では‘マーコット'と‘清見'で単演花序率が高かった.‘清見'ではわずかながら総状
花序を有する結果母校が樹冠内の一部分にみられることがあった.イヨカン'と‘タンカン'では
5~25%の総状花序が観察された.
グンゼロ類では‘ヤラハ二‘スイートスプリング'及び‘サマーフレッシュ'のように約80%の高い
単頂花序率を有するものから‘オーランド'のように約50%が総状花序のものまでみられた.
タンゼロ類にタンゼリンを戻し交雑し，ミカン類の血が濃くなったタンゼリン・タンゼ、ロ類
では単頂花序率が高い品種が多く，‘リ一二ソパ'及び‘ページ'では90%を越え，‘フェアチャイノレ
Fig. 2. Small and undevelop日dflowers on the inflorescence 
of satsuma. Th巴seflowers abscised before anthesis to 
fail fruit set. 
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ド'と‘ロビンソン'でも約85%と高率であった.
ブンタン類の品種はいずれも単頂花序率が低く，‘パンオウカン'の59.2%を除き約75%以上の
新楠が総状花序を形成したに江上ブンタン'では96.5%が総状花序であった.グレープブルーツ
類でも総状花序の形成率が高く，調査した 3品種のいずれも単頂花序率は43%以下であった.
雑棺類では‘ウジュキツ'の94.3%から‘宇和ポメザの20%まで広い幅があるが，品種ごとの発
生の由来が異なるので単純に比較することはできない.‘ハッサク'，‘カワチパンカン'，‘イトシ
マパンカン'及び‘宇和ポメザように強くブンタンの血を号!く品種では単頂花序率が低かった.
しかし，自然交雑により発生した品種でブンタンの血を引くと考えられている')1野ナツダイ夕、
イ'，‘谷口系アマナツ，‘ベニアマナツコ‘立花オレンジ，‘キヌカワ'及び‘山iミカン'では80%以上
が単頂花序であった.
キメラ品種である‘小林ミカン'と‘キンコウジウンνュウ'の単頂花序率はそれぞれ67.4%と
56.9%であった.
レモン類では‘マイヤー'は総状花序を多く着生したが，その他の品種では60%以上が単頂花序
であった.‘マイヤー'以外のレモン品種は基本的には総状花序の方が多いが，開花直後の落花が
非常に激ししみかけ上の単頂花序の増加であった.
ユズ類では単頂花序率が高く，‘花柚'の96.0%以外はすべて100%であった.
発芽前から発芽直後までのつぼみ中の花序の形態を単頂花序率として第3閣に示した.発芽
は4月6日から始まり， 4月13日には発芽した新梢の花序が肉眼的に観察することができた.
‘三保早生'と‘無核紀州、l'では発芽前から満開期に玉三るまでほとんど単頂花序であった.ごくま
れに環端花の直下に小さな花が着生し，発芽後は第2図に示したような花序になると思われるも
のがみられたが，つぼみの段階では開花後の花の大きさが予測できなかったので総状花序とし
て記録した.
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総状花序を形成する品種では発芽前の3月23日には駿芽の花芽分化が不明瞭で‘吉田ネーブ
/レ'オレンジの単頂花序率97.1%を除き， f患の品種ではみかけよは単頂花序に見えた.発芽が始
まり新檎が伸長するにしたがい花芽が確認され， 4月24日には‘マーシュシードレス'グレープブ
ルーツと 6土佐ブンタン'の単頂花序率は5.3%と2.0%になった. 4月24自に‘ミネオラ'と‘吉田
ネーブル'の単頂花序率は最低になり，それぞれ54.0%，43.9%，及び25.8%であった.新摘が
伸長し開花期に達すると単頂花序率は増加したが，これは花芽の脱離により，単頂花のみが残っ
た新檎の割合が増加したからである.
考 察
カンキツ類の花序形成の両極端は単頂花序率が高いミカン類及びユズと高い率で総状花序を
形成するブンタン類であった.Tanakaの分類16)によれば，プンタン類は初生カンキツ軍属に，
ミカン類とユズ類は後生カンキツ亜属に分類されている.オレンジ類とレモン類は初生カンキ
ツ亜属に分類されているが，総状花序と単環花序とが潜在し，その発現率は幅広い変異を示し
た
花序形成の遺伝様式を知るためには品種の由来に基づいて考察することが必要である.ミカ
ン類およびミカン育成品種は4ピキシ-'i::'ブレモント'を除き，どの品種においても95%以上の
単頂花序率を示した.‘ピキシー'は‘キング'マンダ、リンと‘ダンシ-')'ンゼリンの雑種の‘キン
シー'が自然受粉した種子から生じた雑種2代目である.他のミカン類やミカン育成品撞で単頭
花序率が高いことから考えると，‘キンシ-'~こ自然受粉した花粉はミカン類以外の総状花序を着
生する品種であった可能性が強い.'7レモント'における高い総状花序の発現の理由は不明であ
る.
ミカン類とオレンジ類の雑種であるタンゴール類はオレンジ類の品種群より単頂花序率が高
かった.ミカン類の血が入ることにより単頂花序着生の方向に変異したことがうかがえる.本
研究で調査した 5品種のうち，由来が明らかなものは‘清見'のみで，交配組合せは‘宮JI平生'x
‘トロピタ'オレンジである 13) 他の品種は正確な来歴は不明であるが，タンゴールであることが
確実視されているべ単頂花序出現率から推察するとミカン類の血が入ることにより単頂花序
率の発現は高くなるようである.
ミカン類とブンタンあるいはグレープフルーツ類との雑種であるタンゼ、ロ類は，ブンタン類
とク‘レープブルーツ類の品種より単頭花序率が高く，ミカン類の関与により単頂花序形成の方
向に変異する傾向がみられた.‘オーランド，‘ミネオラ'，‘セミノール'及び4ヤラノ¥'は4夕、ンカン'
グレープフルーツ×‘ダンシー'タンゼリンによって得られた姉妹品種であり，もしグレープフ
ルーツがブンタン×スイートオレンジによって生じたものならば9)遺伝組成の比率はミカン類
1/じオレンジ及びブンタンが1/4づつである.ミカン類の関与により単頂花序の方向に変
異した.ヌイートスプリング'は‘上田温州'とタンゼ、ロと推察されている‘ハッサク'の雑種であ
り14うもし‘ハッサク'中のブンタンの血が1/2とすると，‘スイートスプリング'は 1/2をウン
シュウミカンから， 1/4をブンタンから引き継いでいることになり，ミカン類の関与によって
単車花序率が高まったことになる.しかし，‘サマーフレッシュ'はともにブンタンの血を引く
‘ハッサク'x'ナツダイダイ'であるが，単頂花序率が高かった.
ミカン類の血が濃くなると単頂花序率が高くなることはタンゼロにタンゼ、リンを戻し交雑し
たタンゼリン@タンゼロ類の品種でより顕著であり，続品種である sオーランド'タンゼロや‘ミネ
オラ'タンゼロより高い単頂花序療を示した.‘サガマンダリン'は‘小西早生'x‘フェアチャイル
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ドリこより育成された品種であり 1九本調査では単演花序率は高かった.しかし，本品種は単]頁
花序が主体であるが，栽培年次や環境条件により総状花序を着生する場合も多いという山a本調
査で用いた樹では単頂花序率は高かったが，地の閣の樹では総状花序が散見した e 花序決定の
は明らかでない.
ブンタン類では総状花序の比率が高し‘パンオウカン'の単頂花序主容が59.2%以外はすべて
25%以下であった@りてンオウカン'がブンタンの血を受けた品種であることは明らかであるが，
ブンタン類の中?は例外的に多睦性であることから発生に多腔性品種が関与したことも推察さ
れている9) 発生の過程で単]員花序率が高い品穫が関与したのかも知れない.
雑柑類ではブンタンの血を引く自然雑種と見なされている‘ハッサクコ‘カワチパンカン二‘イ
トシマパンカン'及び‘宇和ポメザで単頂花序率が低かった@しかし， '1野ナツダイダイ '96キヌ
カワ16山ミカン'では単頂花序率が高かった.'11野ナツダイダイ'の変異系である‘ベニアマナツ'
と4谷口系アマナツ'でも単頂花序率は高く， 'J 1野ナツダイダイリこ近いことを示した.ユズが関
していると患われる‘ヒュウガナツ'では単頂花序は60%台であり，‘ウジュキツ'では90%以上
であった.品種の由来についてさらに詳細な検討が必要である.
単頂花序率が100%であったユズ類に由来する品撞は本研究では4ヒュガナツ'と 6ウジュキツ'
であるが，単E資花序率はそれぞれ60.2%と93.4%であり，類韓関係に基づいてその違法様式を
る事はできない。
キメラ品撞である‘小林ミカン'と 6キンコウジウンシュウ'では組織分化層第 I層が温チNミカン
であり，第H，顕層はそれぞ、れ‘キンコウジ'と‘ナツミカン'である.単]員花序率はミカン類より
低いことから花序形成は第I， に依存しているものと思われるキンコウジ'の発祥は不明
であるが，タンゼロの一種と考えられており，キンコウジウンシュウ'の単頭花序率がタンゼロ
に近いことから花序の形成は第I，ml替の支配下にあるといえる@
レモン類では‘マイヤー'の単漬花序率が他の 3品種に比べて協かった.レモン類は本来総状花
序を形成するが，わが国の温度条件では落花が著しし単頂花序率が高まったものと思われる.
6マイヤー'が他の品種より抵温に対して耐性があるために落花せずに総状花序を維持できたも
のと考えられ，温度が不十分のわが国でも栽培しやすいことの裏付けになっているものと思わ
れる.
品麓群ごとの単頂花序率の平均値を比較すると，ウンシュウミカンヲミカン類ラユズ類，タ
ンゼリン@タンゼロ類9 ミカン類雑種，タンゴール類，タンゼロ類，レモン類，オレンジ類，
グレープブルーツ類ヲそしてブンタン類の顕であった@花序の形成をもとに進化の方向を考え
ると，総状花序の品麓から単環花序の方向に進んだものと考えられ，ブンタンがカンキツ類品
種の重要な起漉のひとつとなっているようである.HandaとOogaki6)，Handaら7)及びBarret
と'Rhodes4)はブンタンにカンキツ類の系統分類の重要な位置を与えている.
有葉花，直花などの葉の着生を含む花序の形成は花芽分化期や，花器発達過程の結果母校の
栄養状態や環境条件によって影響される 11) 本研究において単頭花序と総状花序とが混在する
品種で，同一樹内に総状花序の新檎が多く着生する結果母校と単頂花序が多く着生する
枝とが存在した.これは結果母校の栄養状態が新橋上の花序の形成に影響を及ぼす事を示すも
のである.
総状花序を形成する品種では発芽直前の4月6日からつぼみの中の新檎で総状花序が確認で
きるようになった(第3匪1).総状花序を着生するグレープブルーツリ山0.15)とオレンジ1，3，1山 5)の
花芽分化時期の調査では環端花の分化期を重要な指標としており，般花芽の分化まで含めた記
は見られていない.AhmadとKhan2)及びRandhawaとDinsa15)はスイ…トオレンジとグ
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レープフルーツの花芽分化は春の新橋の生長の開始と共に起こることを観察している.また，
FurrとArmstrong5lはWestとBarnard17lの論文を引用しヲスイートオレンジの頂端花の分化
は新檎が伸長を開始しようとした時起こり，膜芽の分化は新檎が約 1/4インチ (0.7mm)に伸
びた時に起こると記している@本研究でみられたように発穿直前から発芽期にかけて総状花序
率が増加したことは総状花序の駿花芽の分化は新檎の伸長に伴って起こることを暗示するもの
である.
Abbott1lはグレープフルーツの花芽分化は 1月中下旬であるが，花序を形成するための花芽
の分化は環端の花芽分化より後であることを示した.MOSSlllが示した花序のタイプのいずれに
おいても頂端の花芽は必ず着生していることから，膜花芽の分化は頂花芽の分化より遅れて起
こるか，または新檎の伸長後脱離してしまったと考えられる@花序が総状花序として完成する
のは， 1員端の花芽分化より遅れて分化した厳花芽の形成によってとみなせる.駿花芽の分化が
新橋の伸長にともなって超こるとすれば，前年の12月から翌年の1月にかけて頂端の花芽が分
化し，引き続いて膜花芽が分化して総状花序が完成した後に 3-4月まで生長を休止し，それ
から発芽@伸長するとは考えられない.また単頂花序E容が高い品種ではラ一度分化した廠花芽
が発芽蔀に~止して見かけ上単演花序に変化したとも考えられない.すなわち，単I買花序は挙
国花序として形成され，発芽する.また，総状花序は総状花序として形成されるが，栄養条件
や環境条件により蔽花芽の分化が不十分であったり，伸長の途中で脱離し，見かけよ単頂花序
になることがある.よって，単頂花序と総状花序の形成は遺伝的に決定されているものであり，
それに種々環境要因が加わって表現されるものと考えられる，
辞
本研究遂行に当たり，助力を受けた中村鶴一氏，諾JI友行氏及び島政勝氏に心から感謝の意
を捧げる.
摘
カンキツ類の新橋上に形成される花序は品種の特性を表している.
単頂花序の出現はウンシュウミカンヲミカン類及びユズ類で高く単頭花序率は99%以上で
あった@一方，総状花序の出現率はブンタン類及びグレープフルーツ類で高かった.品種群ご
との単環花序出現率の瀬序は，ウンシュウミカン>ミカン類>ユズ類>タンゼリン@タンゼロ
類>タンゴール類>タンゼロ類>オレンジ類>グレープフルーツ類>ブンタン類であった.ミ
カン類の遺伝的組成が強くなると単頂花序の出現率が高くなる領向がみられた.
発芽言自の芽の形態的諮査では，ミカン類では単彊花序が，オレンジ類，ブンタン類及びグレ
プブルーツ類では総状花序が分化していた.花序の分化は遺伝的に決定されるが，新橋が神長
する過程で，栄養条件や環境条件などの要国によりみかけ上の花序の形態が変化するものと考
えられる.
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